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日本臨床検査専門医会 平成 25 年度第三回常任幹事会議事録

開催日時：平成 25 年 12 月 4 日（水）15 時 05 分～17 時 00 分

開催場所：日本臨床検査専門医会事務局

出席者 ：佐守 友博会長、木村 聡、小柴 賢洋各副会長、池田 均、

菊池 春人、佐藤 尚武、東條 尚子、米山 彰子各常任幹事、

土屋 逹行監事

欠席者 ：下 正宗、高木 康、渡邊 卓各常任幹事、髙橋 伯夫監事

事務局 ：市川 綾子 （敬称略）

15 時 05 分、佐守 友博会長挨拶の後、議長として佐守 友博会長を満場一致で

選任した。議長は議長席につき開会を宣した。

審議事項

第一号議案 議事録署名人選任について

議長は本会の議事録署名人の選出を議場に諮り、池田 均常任幹事と

佐藤 尚武常任幹事を選任した。

第二号議案 簡易検査所の設置に対する意見書の提出について

佐守 友博会長より以下の説明があった。平成 25 年 6 月 14 日に安倍内閣に

より「日本再興戦略」が閣議決定され、医療・介護等分科会で簡易検査所（簡

易な検査を行うサービスなど）の設置が検討されている。これは生活習慣病の

早期発見、アドバイス、受診観奨を目的に、検査所開設の規制を緩和し、ドラ

ッグストアの店頭で採血資格も持たない薬剤師による検査が想定されており、

検査の精度管理や検査説明上問題がある。これに対し、臨床検査振興協議会か

ら「意見書」を出す予定である。当会としても問題点を指摘し反対する意見書

を提出するものとしたい。これを議場に諮ったところ、全員異議なく承認可決

した。

80 年代、アメリカ合衆国では臨床検査室に対する規制や法制度が非常にゆる

く、不正確な検査結果に由来する事件や事故が後を絶たなかった悪しき実例が

ある（小柴 賢洋副会長）。

その後、アメリカ議会により臨床検査室の品質管理を担保するため、臨床検

査室改善法 88 すなわち、Clinical Laboratory Improvement Amendments of 88

(CLIA’88)制度ができた。臨床検査室はその扱う検査項目の複雑度に応じて、

CLIA‘88 の基準を満たしライセンスを取得しなければならない。日本も臨床検



査室の品質管理を保証するシステムのコントロール下に置いた方がよいと思わ

れる。現在の簡易検査所設置案は、メタボ検診の項目に限られているが、今後

なし崩し的に項目が拡大しないようにしたい。（佐守 友博会長）。

第三号議案 臨床検査専門医による研修医・若手医師を対象とした病院カンフ

ァランス企画について

木村 聡副会長より説明があった。当会共催で、臨床検査専門医による研修

医・若手医師を対象とした病院カンファランスを企画し、臨床検査をアピール

したい。先日、昭和大学で〆谷直人先生を招き、20 名程度の若手医師を対象に、

２社の協力を得て小型電極式グルコース分析装置を用い、測定法の実習ならび

に異常値の対処方法についてカンファランスを行い、大変好評であった。当会

の共催を得て様々な病院でこのような企画をすすめ、臨床検査や臨床検査専門

医の啓発を行いたい。これを議場に諮ったところ、全員異議なく承認可決した。

報告事項

1．各種委員会ならびにワーキンググループ報告

① 情報・出版委員会

池田 均情報・出版委員長より報告があった。LabCP 31 巻 2 号のテーマは、

「超音波検査の報告書作成：臨床検査専門医の役割と実践」で原稿はすべて出

稿中であり、年内に発刊予定である。JACLaP News、JACLaP Wire は順調に発

刊している。

② 教育研修委員会

菊池 春人委員長より報告があった。平成 26 年度の教育セミナーは 5月に今

年度と同じ形式で開催を予定している。参加者に配布する DVD はブラッシュア

ップする予定である。また、春季大会時（平成 26 年 5 月 30 日、31 日）に第 4

回生涯教育講演会を予定している。講演内容は未定だが、清水 力大会長と相

談のうえ、開催地である北海道の先生に講師を依頼したい。

③ 資格審査・会則改定委員会

渡邊 卓資格審査・会則改定委員長に代わり、東條 尚子庶務会計幹事より、

特になしと報告があった。

④ 渉外・広報委員会

木村 聡渉外・広報委員長より報告があった。来年度は、平成 26 年 7 月 24

日（木）東京ガーデンパレスで第 31 回臨床検査振興セミナーを開催する予定で



ある。平成 26 年 3 月頃に企画を立案する。

⑤ 保険点数委員会

佐藤 尚武委員長より報告があった。平成 25 年 11 月 12 日に平成 25 年度第

一回診療報酬調査組織・医療技術評価分科会が開催された。厚労省に提出され

た平成 26 年度診療報酬改定提案書の分類、①幅広い観点から評価が必要な技術

（525 件）、②エビデンスが不十分と考えられる技術（192 件）、③医療技術評価

分科会における評価の対象とならない技術（88 件）が公表され、当会からの提

案ならびに共同提案はすべて①に分類された。内保連第 114 回例会（平成 25 年

10 月 22 日開催）において、平成 28 年度診療報酬改定に向けて提案書提出スケ

ジュールが発表された。

⑥ 専門医数増加方策検討ＷＧ報告

三宅 紀子 WG 長に代わり、木村 聡副会長から平成 25 年 10 月 31 日（木）

に神戸国際会議場で開催された委員会について報告があった。

1.当会の HP に掲載している「ぼくらは臨床検査専門医」の執筆者を増やす。

2.臨床検査医の業務（検体検査・生理機能検査）・教育・研究について委員会

メンバーが原稿を作成し、「ぼくらは臨床検査専門医」に掲載する。平成 25 年

12 月 15 日締め切りで原稿依頼中である。

3．臨床検査専門医が病院カンファランスなどを使って、学生・研修医・若手

医師を対象に、レクチャーし、臨床検査専門医をアピールする場を設ける。そ

の内容を「ぼくらは臨床検査専門医」などにアップし広く紹介する。

⑦ 専門医別ネットワーク構築のための WG 報告

佐守 友博WG長より、具体的には来年度にスタートしたいとの報告があった。

2．第 25 回春季大会について

松尾 収二第 25 回春季大会長に代わり、東條 尚子庶務会計幹事より報告が

あった。

開催日は、平成 27 年 6 月の土曜日午に、天理医療大学あるいは奈良市内で大

会を開催し、夕方から奈良市内で懇親会を予定している。テーマ案として、①

大学病院と一般病院、検査センター、検査技師養成施設等との連携、②検体検

査管理加算を有効なものにするための方策、③医学部学生教育への参画を考え

ている。金曜日からの参加は難しいとの意見があったので土曜日のみで終了す

る日程を考えている。できれば臨床検査管理医、一般病院勤務の先生方にも参

加を呼び掛けたい。



生涯教育講演会を併せて開催していただきたい。そうなると、時間的に 1 日で

の開催は困難であり、金曜日・土曜日、あるいは、土曜日・日曜日の開催を望

む（菊池 春人教育研修委員長）。

その他、提案日程だと懇親会に出ない会員もいると思われ、その点からも 2 日

間の方がよいと思われる。

生涯教育講演会の出席が臨床検査専門医更新の必須条件となった。生涯教育講

演会を併せて開催することは参加者の増加につながっている。

会期中に全国幹事会も開催するので、1日では難しいのではないか。

2日目の終了時間を早めにしてはどうか、との意見があった。

テーマは、①、②、③の順で望ましいとの意見であった。

3．平成 26・27 年度の役員、各種委員会委員長、委員について

佐守 友博次期会長より、基本的に 1 期 2 年全国幹事・常任幹事を務めてい

ただいた先生方は、引き続き 2 期目もお願いしたい。今年度で 4 年間幹事を勤

めていただいた先生方は、任期満了に伴い交代となる。地域や出身大学に偏り

がないよう配慮して人選を行いたいとの報告があった。

また、渉外・広報委員会を見直し、振興セミナーを担当する渉外委員会と、

検査医の社会的認知を高める広報委員会に分ける。専門医数増加方策検討 WG の

活動は、広報委員会の主たる活動に含めることとし、WG はメンバーも含め発展

的解消を遂げるものとする。

4．平成 26 年度活動予定について

東條庶務・会計幹事から、平成 26 年度の活動予定について報告があった。な

お、予定表については、本議事録の末尾に添付する（資料）。

5．「全国検査と健康展」(技師会主催)について

佐守 友博会長より報告があった。今年度は、4都府県から検査説明に携わる

医師派遣の協力依頼があり、東京都技師会（10 月 26 日）専門医 4名、京都府技

師会（10 月 26 日）専門医 3 名、兵庫県技師会（11 月 3 日）専門医 2 名、群馬

県技師会（11 月 16 日）専門医 3名が参加し協力した。今回は日臨技との事前連

絡がうまくいかなかったことが反省点としてあげられる。今後の事務連絡を円

滑にするため、当会事務局から日臨技に挨拶に行く予定である。

以上をもって全議案の審議並びに報告を終了したので、議長は閉会を宣し解

散した。



議事録署名人

平成 25 年 12 月 20 日

池田 均

平成 25 年 12 月 27 日

佐藤 尚武



日 時 内 容 開 催 場 所 担 当 責 任 者

1月 25日（土） 第1回全国幹事会 日本臨床検査検査医学会事務所 庶務会計幹事

15：00～

3月8日（土） 第1回常任幹事会 日本臨床検査専門医会事務局 庶務会計幹事

15：00～

5月頃 第83回教育セミナー 慶應義塾大学（予定） 教育研修委員長

5月30日（金） 第4回生涯教育講習会 北海道大学医学部学友会館 フラテ 教育研修委員長

5月30日（金）～31日（土） 第24回日本臨床検査専門医会春季大会 北海道大学医学部学友会館 フラテ 清水 力准教授
第2回全国幹事会 庶務会計幹事

5月31日（土） 第44回日本臨床検査専門医会総会 庶務会計幹事

7月24日（木） 第31回臨床検査振興セミナー 東京ガーデンパレス 高千穂の間 渉外・広報委員長

14：00～17：00

9月27日（土） 第2回常任幹事会 日本臨床検査専門医会事務局 庶務会計幹事

15：00～

11月22日（土） 九州大学医学研究院 基礎医学部門 病態制御学講座 康 東天教授

～ 第3回全国幹事会 福岡国際会議場 庶務会計幹事

11月25日（火） 第45回日本臨床検査専門医会総会･講演会 庶務会計幹事

12月20日（土） 第3回常任幹事会 日本臨床検査専門医会事務局 庶務会計幹事

15：00～

平成26年度 日本臨床検査専門医会 年間行事予定表（平成25年12月3日現在） 資料５


